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ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ

生
息
環
境
保
全
事
業

に
参
加

５
月
１
日
（
日
）
に
岡
山
市
北
区
高
塚
地
区
の

高
縄
手
用
水
路
で
ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
生
息
環

境
保
全
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
か
ら
「
高

農
環
境
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
和
氣
君
（
３

Ａ
）
、
井
原
君
（
３
Ｅ
）、
川
上
君
（
３
Ｅ
）、
柴
田

さ
ん
（
２
Ａ
）
の
４
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
岡
山

市
環
境
保
全
課
、
岡
山
淡
水
魚
研
究
会
、
高
松
中

学
校
、
地
元
の
方
々
、
総
勢
約
５
０
名
と
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
用
水
路
の
清
掃
活
動
や
ス
イ
ゲ
ン

ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
の
産
卵
に
必
要
な
二
枚
貝
の
生
息
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
清
掃
活
動
は
、
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
片
付
け
ま
で
率
先
し
て
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
「
地
域
の
宝

ス
イ
ゲ
ン
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
」
を

守
る
た
め
に
地
域
と
連
携
を
図
り
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
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段
を
上
が
っ
て
い
く
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
実
は
、
こ
の
映
像

は
、
作
詞
家
の
宮
澤
章
二
さ
ん
が
つ
く
っ
た
、
「
行
為
の
意

味
」
と
い
う
詩
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
が
、
思
い
や
り
の
心
を
素
直
に
行
動
に
移
せ
る

人
と
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
紹
介
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
全
国
か
ら
農
業
ク
ラ
ブ
の
生
徒
、
教
員
、
来

賓
を
含
め
る
と
、
約
五
千
名
を
こ
こ
岡
山
に
お
迎
え
し
て
、

発
表
会
や
競
技
会
な
ど
活
躍
の
場
が
、
来
年
度
２
年
生
に

な
っ
た
時
に
訪
れ
ま
す
。
そ
れ
は
農
業
を
学
ぶ
全
国
の
高
校

生
の
大
会
で
あ
る
「
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
」
が
、
こ
こ
岡

山
県
で
の
開
催
と
な
る
こ
と
で
す
。
大
会
式
典
な
ど
を
、
高

松
農
業
高
校
の
新
入
生
の
み
ん
な
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て

担
当
し
ま
す
。
先
生
自
身
も
全
国
大
会
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
今
か
ら
胸
が
高
鳴
り
ま
す
。
と
も
に
全
国
大
会
成
功
に

向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

●御礼｢春のふれあい市｣(4月23日)
恒例の高農「春のふれあい市」を開催しました。好天に

も恵まれ、今回も多くの方々に来校いただき、カステラな
ど人気商品には長蛇の列ができました。昭和 60 年にスタ

ートした「ふれあい市」も今年で 31 年目を迎えました。

郷土芸能部の「最上太鼓」と吹奏楽部による演奏の後、各
科による生産物や加工品の販売のほか、ふれあい動物園や

芝人形づくり体験などで来校者に楽しんでいただきまし
た。御来場いただいた皆様方に厚く御礼申し上げます。

平
成
２
７
年
度
末
異
動

転
・
退
任
者

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

清
水
み
ど
り
先
生
（
副
校
長
）
新
見
高
校

副
校
長
へ

森

誠
一

先
生
（
農
業
）
勝
間
田
高
校

教
頭
へ

神
崎
節
夫

先
生
（
農
業
）
井
原
高
校
へ

塩
田
賢
治

先
生
（
農
業
）
退
職

西
井

均

先
生
（
数
学
）
笠
岡
工
業
高
校
へ

大
嶋
康
資

先
生
（
理
科
）
玉
島
商
業
高
校
へ

川
尻
恵
子

先
生
（
国
語
）
岡
山
操
山
高
校
へ

鳥
飼
智
明

先
生
（
農
業
）
勝
間
田
高
校
へ

松
本
義
明

先
生
（
農
業
）
新
見
高
校
へ

田
中
梨
華

先
生
（
保
体
）
玉
野
光
南
高
校
へ

川
上

司

先
生
（
農
業
）
真
備
陵
南
高
校
へ

福
田

淳

先
生
（
農
業
）
興
陽
高
校
へ

池
上
桂
太

先
生
（
数
学
）
期
間
満
了

古
谷
千
夏

先
生
（
茶
道
）
期
間
満
了

原
田
恭
雄

先
生
（
農
業
）
期
間
満
了

野
村
友
香

先
生
（
農
業
）
期
間
満
了

渡
邉
徹
也

先
生
（
事
務
総
括
主
幹
）
西
大
寺
高
校
へ

守
永
美
幸

先
生
（
事
務
）
期
間
満
了

水
島

望

先
生
（
事
務
）
期
間
満
了

新

任

者

よ
う
こ
そ
高
農
へ

越
宗
哲
生

先
生
（
教
頭
）
玉
野
備
南
高
校
か
ら

原

敬
一

先
生
（
主
幹
教
諭
・
農
業
）
瀬
戸
南
高
校
か
ら

山
本

弘

先
生
（
農
業
）
瀬
戸
南
高
校
か
ら

塩
谷
泰
孝

先
生
（
農
業
）
東
備
支
援
学
校
か
ら

植
田
修
治

先
生
（
数
学
）
勝
山
高
校
か
ら

森
田
泰
恵

先
生
（
理
科
）
片
上
高
校
か
ら

犬
飼
仁
美

先
生
（
国
語
）
倉
敷
南
高
校
か
ら

片
岡
章
彦

先
生
（
農
業
）
勝
間
田
高
校
か
ら

川
合

章

先
生
（
農
業
）
興
陽
高
校
か
ら

国
重
茉
衣

先
生
（
保
体
）
新
採
用

藪
本
紀
史

先
生
（
農
業
）
新
採
用

三
宅
正
純

先
生
（
農
業
）
新
採
用

小
原
美
早
都
先
生
（
農
業
）
新
採
用

水
永
夕
貴

先
生
（
数
学
）
新
採
用

神
家
洸
太
郎
先
生
（
保
体
）
新
採
用

中
田
豊
子

先
生
（
茶
道
）
新
採
用

沖

章
紀

先
生
（
農
業
）
新
採
用

藤
井
和
子

先
生
（
事
務
総
括
主
幹
）
倉
敷
鷲
羽
高
校
か
ら

大
熊
浩
之

主
任
（
事
務
）
岡
山
御
津
高
校
か
ら

森

仁
美

先
生

(

事
務
）
新
採
用

 

●1 年生｢地域学習&奉仕活動｣(4月28日・5月2日)

１年生(２０１名)が高松城址公園、造山古墳及び周辺道路の清掃

奉仕活動を行いました。これは本校の社会貢献活動「 TaSCA 」の一
環として行うもので、地域の歴史や文化を学び親しみを持つととも

に、清掃活動を行い地域に貢献しようという取組です。
２８日は、高松城址保興会の横田俊司会長から、地域の歴史や伝

統を守り振興していこうという地元の方々の思いをお話しいただきま

した。 2 日には、ＪＲ備中高松駅前から学校までの花壇の植え替え
作業や、高松城址班と造山古墳班に

分かれ清掃活動を行いました。

高松城址公園では、今井康弘前同
窓会長にお越しいただき、本校ゆかり

の高田馬治校長の碑の前で、その御
功績と本校の歴史についてお話を伺

いました。天候にも恵まれ、生徒たち

にとって有意義な一日となりました。

「
入
学
お
め
で
と
う

新
入
生
に
期
待
す
る
こ
と
」（
入
学
式
式
辞
よ
り
）

校

長

安

井

盛

こ
こ
備
中
高
松
の
地
に

も
、
暖
か
な
陽
光
が
溢

れ
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
躍

動
す
る
春
を
迎
え
ま
し

た
。

た
だ
今
、
入
学
を

許
可
い
た
し
ま
し
た
二

百
名
の
新
入
生
の
皆
さ

ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。

皆
さ
ん
は
、
百
十
八
年

の
伝
統
を
誇
る
、
高
松
農

業
高
等
学
校
の
一
員
と

な
り
ま
し
た
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
は
、

義
務
教
育
を
終
え
て
、
さ
ら
に
自
分
か
ら
進
ん
で
勉
強
し
た

い
、
教
養
を
深
め
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
高
校
に
進
学
を
し
て

き
ま
し
た
。
人
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
習
し
て
い
き
ま
す
が
、

少
な
く
と
も
学
習
は
、
自
分
の
意
志
で
行
う
も
の
で
す
。
そ
の

点
か
ら
、
今
日
、
本
校
に
入
学
し
た
の
は
、
自
ら
の
意
志
で
進

学
を
決
意
し
、
自
ら
の
選
択
で
本
校
を
選
ん
だ
も
の
と
理
解

し
て
い
ま
す
。
こ
の
覚
悟
と
意
欲
が
、
進
学
に
関
し
て
は
最
も

肝
心
な
こ
と
な
の
で
す
。
も
し
、
た
だ
漫
然
と
高
校
に
通
い
、

何
と
は
な
し
に
教
科
書
を
開
く
の
で
あ
れ
ば
、
進
学
し
た
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

今
日
は
入
学
式
に
当
た
り
、
私
が
一
番
好
き
な
、
一
番
大

切
に
し
て
い
る
一
つ
の
詩
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
「
こ
こ
ろ

は
誰
に
も
見
え
な
い
け
れ
ど
、
心
遣
い
は
見
え
る
。
思
い
は
見

え
な
い
け
れ
ど
、
思
い
や
り
は
誰
に
で
も
見
え
る
」
と
い
う
詩

で
す
。
今
紹
介
を
し
た
詩
と
と
も
に
、
テ
レ
ビ
で
流
さ
れ
た
映

像
で
は
、
電
車
の
中
で
座
席
に
座
っ
て
い
た
男
子
学
生
が
、
電

車
に
乗
っ
て
き
た
、
お
な
か
の
大
き
な
女
性
に
、
席
を
譲
ろ
う

か
ど
う
か
で
迷
っ
て
い
る
場
面
が
あ
り
、
結
局
、
違
う
席
に
座

っ
て
い
た
若
い
女
性
が
、
そ
の
お
な
か
の
大
き
な
女
性
に
席
を

譲
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
次
の
場
面
で
は
、
長
い
石
の
階


